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開催に向けて裏方からのメッセージ
株式会社錦糸町ステーションビル・テルミナの成田と申します。
錦糸町を元気にする会では、主に裏方をしている者です。今回のイベントを開催するにあたり、実行副委員長と
いう大役を与えていただき、不慣れな日の当たる場所に出てまいりました（笑）。私は１９６２年生まれで先日60
歳になりましたが、子供のころテレビのニュースでは「公害」「光化学スモッグ」などの文字が躍っていた記憶が
ありました。ただ、その時は「効率」や「安価」に隠れて世の中がそれほど環境に興味を持っていなかったように
思います。幼少期に「使い捨て」の時代を経験した私は、最近の環境に関する話題を見てある意味「行くところま
で行ってしまった」思いがあります。今回のイベントを通じ、地球に住み続ける事が出来るよう、そして次の世代
の皆さんが安心して生活できるよう、持続可能な社会の実現に向け一緒に何が出来るか考えてみませんか。

みんなでやろう！ 公園クリーンアップ
5/14(土)・15(日)　10時～15時（雨天中止）
誰でも参加できる清掃活動です
ゴミ袋やトングなどは用意しています
参加者には錦糸町料理飲食業組合や一般社団法人「てんてん」の加盟店

（「炭火焼肉 寿恵比呂」「創作和食 坊々樹」「勝手串 花火」など）で“ちょっぴりサービス”
が受けられます（人数制限あり）

錦糸公園をＳＤＧｓカラーの京行灯や提灯でライトアップ
「ＳＤＧｓ あなたができること」のアイディアパネル設置

５月15日は墨田区総合体育館で
ボクシングイベント「DANGAN250」

（13時開始）も開催！

錦糸公園初開催イベント

［主　　催］ 錦糸町を元気にする会
［後　　援］ 墨田区
［協　　力］ 一般社団法人てんてん

副実行委員長
成田 誉紀
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～「錦糸町を元気にする会」会員によるSDGsの取り組みを紹介します

それぞれにできること
錦糸町わくわく通信 発行：錦糸町を元気にする会

ターゲット8･5「働きがいのある人間らしい仕事…」を推進
株式会社錦糸町プラザ（墨田区江東橋）

これからの働き方として、テレワークの一般化、時差出勤、福利厚生、人
材育成制度、確実な休暇取得、同一労働同一賃金の達成など働き方改
革を積極的に取り組みます。経営の需要なリソースである人材の確保
としてシニア人材の活用・後継者・事業承継が高齢者社会における課題
です。また、可能な限りSDGsを掲げる企業と取引をしていきたいです。

「持続可能なまち・アルカタワーズ錦糸町」を目指して
株式会社アルカタワーズ（墨田区錦糸）

区分所有者の理解と協力を得ながら長期修繕計画の見直しや大
規模修繕等の実施により、まちの強靭化に取り組みます。また、地
元町会・自治会、NPO、各種団体、企業等との連携を深め、さまざ
まな事業活動を通して、まちの魅力の向上と発信に寄与していき
ます。

ホテル内の環境配慮とフードバンクボランティアへの参加
モクシー東京錦糸町（墨田区江東橋）

ホテル内ではプラスチックカップやプラス
チックストローの提供を廃止し、環境に優
しい専用カップや紙ストローを導入して
います。ネスプレッソカプセルやペットボ
トルの回収・リサイクルも行っています。
また、食品の寄贈に関するボランティア
団体「セカンドハーベスト・ジャパン」にグ
ループホテルを代表して定期的に参加し
ています。

食品を寄贈するボランティアに参加

特殊清掃でオフィス廃棄物を削減
二幸産業（首都圏BMサービス第二事業部・千代田区丸の内）

清掃・設備・警備・工事を主とした
建物の総合管理を行う会社です。
さまざまな特殊洗浄の技術や設
備機器を揃えています。メーカー
特許取得の洗浄機器や海外製の
専用機器などを使用するとタイ
ルカーペットやオフィスチェアは
標準使用期間（7～8年）を超えて
再利用が可能になります。

チェアクリーニングでオフィス用品も再利用

演奏会を通じて企業のSDGsに貢献
新日本フィルハーモニー交響楽団（墨田区錦糸） & 

東京東信用金庫（本店・墨田区東向島）

SDGs活動の一環として「ひがしん presents 新日本フィルハーモ
ニー交響楽団 創立50周年記念特別演奏会第1弾 チャリティ・コン
サート 星に願いを ～親から
子へ、聴かせたい名曲～」を
2021年10月16日に開催しま
した。収益金から子育て支援
や子供の社会問題解決に取り
組む団体に寄付しました。

「子育てひろば かぁかのおうち」に収益金の一部を寄付

コーヒーから生まれた地球環境にやさしい有機質肥料
すみだ珈琲（墨田区太平）

使用済みのコーヒーをゴミとして廃棄す
るのではなく、国内の事業者に依頼して
鶏糞と混ぜて肥料化し、区内の道路公園
や高齢者福祉施設等の花壇に使っていま
す。錦糸町の近くでは「すみだ障害者就労
支援総合センター」で使用されています。
単に、ゴミを減らすというだけでなく、肥
料化することで新しい価値を生み出すリ
ユースの仕組みづくりをしています。

使用済みコーヒーを活用した有機質肥料

墨田区は、２０２１年度に「SDGs未来都市」と「自治体SDGsモデル事業」の両方に選定されました。先進的な自治体として他都市の模範
となり国内のSDGs推進をけん引していくことが期待されています。

錦糸町から発信する錦糸町から発信する
SDGsSDGs


